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生活道路の安全対策 （静岡市清水区入江地区）

入江東地区にて社会実験を実施しました

生活道路

対策情報は

こちら
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１ 入江東地区の主な交通課題

２ 社会実験内容

第7回協議会（令和元年5月開催）にて議論した入江

東地区の交通課題及び対策内容について、対策を仮施

工し、社会実験を実施しました（令和元年12月～令和2

年3月）。

社会実験中に交通動態調査や対策に関するアンケート

調査を実施し、対策の効果や課題を確認しました。

：ゾーン30エリア ：生活道路対策エリア凡例
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抜け道利用が多い

走行速度が高い

人身事故が発生している

交差点付近で人身事故・

急ブレーキが発生

抜け道利用が多い

東行きで速度が高い状況
エリア内の道路が、幼稚園・保

育園の通園・お散歩ルートとし

て利用されている

交通動態調査結果（R1年5月）
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30km/h超過の割合が高い

エリア2：入江二・三丁目 走行速度
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入江西地区の対策状況・今後の方針

入江地区協議会終了のお知らせと今後について

令和2年7月に実施した協議会にて、入江東地区の追加対策の承認が得られたことか

ら、入江地区協議会は終了とさせていただきます。入江地区の対策状況ならび追加対

策の効果については、引き続きニュースレターを通して発信させていただく予定です。

また、入江西地区および入江東地区で得られた知見を活かして、静岡市内の他の地

区の生活道路対策を推進し、みなさまにとって身近な道路がより安全で安心な環境と

なるよう、整備に取り組む予定です。

R1対策箇所H29対策箇所 R2予定箇所交差点ハンプ：

ゾーン30の強調（H29年） グリーンベルト（H29・H30）

Ａ

H29対策状況

Ｃ

入江西地区においては、H29年に交差点ハンプを本格設置し、ゾーン30強調やグリー

ンベルトといった対策を実施しました。交差点ハンプは段階的に設置を進め、R1年に2

箇所を追加設置し、今年度2箇所の設置をもって入江西地区の対策は完了を予定して

います。

エリア1：元城町

エリア2：
入江二・三丁目

エリア3：淡島町
：入江東地区エリア

：生活道路入口での対策

：エリア内の対策（交差点部）

：通学路の指定

凡例

A 交差点狭さくの設置

E 交差点ハンプの設置

R1対策状況 R2予定箇所
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B 交差点狭さくの設置
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交差点狭さくの強化（ポストコーンの設置）

社会実験の効果を把握するために、ビデオ撮影調査、アンケート調査を実施しました。

調査の結果、一部の方向で走行速度の低下や地区のみなさまの意識・行動の変化を

みられました。一方で、桜橋架け替えにより交通量や走行速度が増加したこと、地区の

課題が解決されていないなど意見を踏まえ、追加対策の必要性を確認しました。

３ 社会実験の結果

入江東地区の今後の予定

第8回入江地区生活道路安全協議会(7/27)を開催しました

（協議会の主な意見）
・交差点狭さくへのポストコーンの設置は車両が正しく走行するなど効果が期待できる。
・国道1号との交差部はベンガラ色で実施されているが目立たないため、グリーンベルトと同じ
色にそろえていただきたい。
・単路部への狭さくの設置について、3mと狭幅員になる箇所では交互通行ができなくなるため、
渋滞や交通事故などの悪影響を考慮した検討が必要。
・ハンプは効果が期待できるため、今後も増やしてほしい。
・道路幅員が狭く通行しにくいことがこの地域の課題。電柱を民地側へ移設して幅員を広げる
ことはできないか。

協議会の開催にあたり、事前にアドバイザーである埼玉大学・小嶋准教授に意見照

会を行い、社会実験の結果から追加対策の必要性を確認しました。

協議会では、小嶋准教授の意見を踏まえ、社会実験の結果や残存する課題、検討

した追加対策（案）について議論しました。議論の結果、追加対策実施について承認い

ただきました。今後は実施に向けた、検討・関係者協議を進めて参ります。

協議会の結果を踏まえ、交差点狭さくの強化（ポストコーン設置）による通過交通の

抑制や、単路部狭さく、車線の狭幅員化・グリーンベルトの設置による車両の走行速

度の抑制といった対策を推進します。

単路部狭さくの設置 車線の狭幅員化（センターライン
消去）・グリーンベルトの設置

エリア1：元城町

エリア2：
入江二・三丁目

エリア3：淡島町

（埼玉大学・小嶋准教授意見）
・桜橋の工事の影響の抜け道により、交通量が増加してしまうタイミングで対策を実施できた
のは、影響を緩和する上で良かったと思います。
・交差点の狭さくについては、自動車の速度抑制をはかるとともに、歩行者のたまり空間として
も利用されており、ポールの追加は狭さくの実効性を高めるものとなります。
・単路部で互い違いの狭さくについては、高い効果が期待できますが、もともと規制速度を
守って通行している方々にも、これまでと異なるハンドル操作をお願いすることになります。

交通量の変化

エリア1
元城町

エリア3
淡島町

走行速度の変化

エリア1
元城町

エリア3
淡島町

桜橋架け替えの影響により交通量が増加 交通量が増加により
走行速度も増加

対策（止まれ表示・交差点狭
さく）により走行速度を抑制
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交差点狭さくの内側走行 交差点狭さくの外側を走行

河川の暗渠部を走行しないよう、

反射材等が既設設置されている

左折車の交差点狭さく部の走行位置

外側線の内側やカラー舗装を踏んで走行した左折車が各箇所で6～10割と多くを占める

アンケート調査結果

多くの左折車が交差点
狭さくの内側を走行
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地区の課題が解決されたか

対策に気づかない 等

交通量が減っていない

元から気をつけていた

何をしているかわからない

対策が目立たない

速度が落ちていない

その他

地区内を走行する際に、「速度を落として走
行した」などの意識・行動の変化があったと
回答する方が8割以上を占める

地区の課題が解決されたと回答
した方は3割に留まる

「対策に気づかない」「交通量が減っ
ていない」などの理由により、効果が
あると思わないと回答する方が多い

効果があると思わない理由
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：交差点狭さく強化（ポストコーンの設置）
：単路部狭さく
：グリーンベルト設置
：カーブミラー設置
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調査の内容

N＝258

N＝250

N＝253

56,

22%

71,

28%

79,

32%

17,

7%

16,

6%

11,

4%

65,

26%

70,

28%

77,

30%

16,

6%

18,

7%

7,

3%

72,

28%

70,

27%

77,

30%

14,

5%

17,

7%

8,

3%

歩行者・自転車に
注意した

速度を落として
走行した

自動車に注意して
走行した

とても思う かなり思う そう思う
あまりそう思わない 思わない まったく思わない

意識・行動の変化

ビデオ撮影調査：交通量・走行速度の変化、交差点狭さく通行時の左折車の交通状況を把握
アンケート調査 ：個別対策の効果、地区全体の効果について質問

（自治会、入江東地区在住、未就学児施設就業者の方を対象）


